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本研究ではM CCTsとS CCTsが有意に低下していたが、L CCTsには認められなかった。水晶
体が加齢により黄色化することで、青黄異常に影響を与えた可能性は考えられる。しかし、
本研究では両群間の年齢に有意差がなく、また明らかな白内障を有する症例、視力1．0未満
の症例を除外しているため、中間達光体の結果′、Jの影響は少ないと考えられた。他の可能性
として、錐体細胞数の影響が考えられる。錐体数はL錐体、M錐体、S錐体の順に少なくなり、
数が少ない錐体の伝達系はより脆弱である可能性が考えられた。
緑内障群の帆　S CCTsはMD値と有意に相関が認められた。RCCTを用いた色覚異常の定量的
測定は簡便にでき、緑内障進行の管理に有用である可能性が考えられた。
緑内障は特徴的な構造的な変化を伴う網膜神経節細胞死により発症すると考えられている。
近年、網膜光干渉断層計の発達により、網膜各層の定量的な測定が可能になり、緑内障にお
ける機能的異常と構造的異常の相関を報告したものが多数みられる。しかし、・それらは無彩
色の視野計により網膜感度を測定しており、色覚異常について評価したものはない。本研究
では緑内障群の帆　S CCTsはGCIPL厚と有意に相関が認められた。網膜光干渉断層計により
検出された器質的な異常とRCCTにより測定された機能的な異常との相関が考えられる。
【結論】′
RCCTを即、て測定した色覚園値は、緑内障群は正常群と比較して有意に低下しており、また
MD値とGC工PL厚と相関していたRCCTは緑内障の後天色覚異常の評価、及び緑内障の病態生
理の理解に有用である可能性がある。
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緑内障に伴う後天色覚異常では青黄異常が早期から生じる事が知られてきたが、色覚異常の程
度を定量的に測定することは困難であった。本論文はL湖Sの各錐体細胞に対応する色調の文
字を指標として各錐体の感度開催を数値化するRCCT法により得られるCCT score（CCTs）と、
視野測定から得る　MD値および網膜光干渉断層計（OCT）による神経節細胞層＋内網状層厚
（GC工PL）の相関を検討し、以下の結論を得た。
1）‘緑内障におけ．る後天色覚異常では、MCCTsとS CCTsが有意に低下しており、青黄異常だ
けでなく赤緑異常も同時に合併する事を定量的に示した
2）ocTによる組織学的変化とCCTcoreによる色覚変化が相関することから、器質的変化と色
覚の相関が確認できた
3）寧CCT法は検査時間も短く、そのCCT scoreはMD値およびGCIPLと有意に相関を認めるこ
とから、今後、後天色覚異常の評価・スクリーニングとして用いうる可能性を示した。
本論文は緑内障の初期において生じる後天色覚異常の評価法について、新しい知見を与えたも
のであり、最終試験として論文内容に関連した試問を受け合格したので、博士（医学）の学位
論文に値するものと認められた。
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